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中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

当社は平成 29 年（2017 年）3 月期までの中期経営計画を策定いたしましたのでお知らせいたします。 

当社グループでは、従前の中期経営計画（3 ヵ年計画）が平成 26 年（2014 年）3 月期をもちまして計

画期間が満了し、「アジア市場への拡販」と「新商品事業の強力な推進」を基本戦略として、業績の更

なる向上に取り組んでまいりました。 

 今後更なる飛躍を遂げるため、“「今」を見つめて「未来」を創る”をテーマに、平成 26 年（2014 年）

から 3 ヵ年の新中期経営計画を策定いたしました。新中期経営計画では当社グループのグローバル競争

力を向上させるために生産体制の整備、グループ全体の総合的な収益改善とグループ全体の技術力向上

に努め、「塑性加工技術を駆使した商品を開発、製造し、安全と環境に貢献できる企業」を目指してま

いります。 

 

１．定量目標（連結） 

 

 平成 26年（2014年） 

3月期公表 

（平成 25年 5月 13日） 

平成 29年（2017年） 

3月期 

業績目標 

売上高 7,400 百万円 9,400 百万円 

経常利益率 8.6％ 10%以上 

ＲＯＡ ― 5％以上 

 

２．基本戦略 

（１）アジア市場への拡販 

今後も成長が期待されるアジアでの事業拡大を推進するため、タイ、中国、インドなど全海外拠

点の生産体制を強化し、それを支えるローカル技術スタッフの日本研修を維持・強化してまいりま

す。また、新たな海外拠点の開拓を図ってまいります。 

 

（２）グローバル競争力の強化 

主力商品プーリの価格競争力を強化するため、生産性を大幅に向上させた生産ラインの開発、継

続的な原価低減活動、そして国内外の生産拠点での生産集約や補完体制の整備などを推進してまい

ります。また、プーリの設計開発機能をタイ子会社に移管し、拡大するアジア市場のニーズに即応

できる体制を構築してまいります。 



 

（３）新商品事業の基盤確立 

回転成形技術に代表される固有技術を発展させ、自動車部品や新たな市場への応用展開を図って

いくため、長崎に新設するリサーチセンターでの基礎研究・産学共同研究をスタートいたします。

また、加西のテクニカルセンターの開発機能を高め、新商品の開発と事業基盤の確立を推進してま

いります。 

以上 


